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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月5日(2015.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実行されるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＵＥにおいて、異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１つまたは複
数の非サービングアクセスポイントとの間の時間領域リソース割当てに対応する時間領域
リソース区分情報（ＲＰＩ）の指示を受信することであって、前記時間領域ＲＰＩの前記
指示は、
　　前記非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時
間領域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　を備える、受信することと、
　前記時間領域ＲＰＩに基づいて１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別す
ることであって、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースは、干渉アクセスポ
イントによる使用が制限される時間領域リソースである、識別することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が前記サービングアクセスポイントから受信される、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記干渉アクセスポイントが前記非サービングアクセスポイントのうちの１つであり、
前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントに
関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記干渉アクセスポイントは、前記ＵＥが属さない限定加入者グループ（ＣＳＧ）に関
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連付けられる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示がブロードキャストメッセージ中で受信される、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ブロードキャストメッセージ中の前記時間領域ＲＰＩが、前記ブロードキャストメ
ッセージを送信した第２のアクセスポイントとは異なる第１のアクセスポイントに関連付
けられ、前記第１のアクセスポイントと前記第２のアクセスポイントとが前記異種ネット
ワーク中にある、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ネイバーリストは、前記ＳＩＢ中で前記サービングアクセスポイントから受信され
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信することが、前記サービングアクセスポイントから、前記サービングアクセス
ポイントに対応する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセージを受信
することを備え、前記識別することが、前記サービングアクセスポイントのための前記保
護された時間領域リソースに基づいて前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイン
トのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを導出することを備える、
請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記導出することは、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのための前
記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントのた
めの前記保護された時間領域リソースと同じであると見なすことを備える、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信することが、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントから、前記
１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのための前記１つまたは複数の保護され
た時間領域リソースに関する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセー
ジを受信することを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ブロードキャストメッセージが、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイ
ントからのシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）を備える、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項６に記載の方法。
【請求項１５】
　前記受信することは、前記ＵＥがアイドルモードにある間に前記ブロードキャストメッ
セージを受信することを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１６】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記受信することは、前記ＵＥが接続モードにある間に前記専用メッセージまたは前記
ユニキャストメッセージのうちの前記少なくとも１つを受信することを備える、請求項１
６に記載の方法。
【請求項１８】
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　前記ＵＥにおいて、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に前記サービ
ングアクセスポイントからの基準信号の受信電力を判断することをさらに備える、請求項
１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＵＥにおいて、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に前記サービ
ングアクセスポイントからの１つまたは複数の信号に基づいて、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）を判断すること、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を行うこと、または無線リンク監
視（ＲＬＭ）を実行することのうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項１６に記載
の方法。
【請求項２０】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ＲＲＭとＲＬＭの両方のための前記保護された時間領域リソースを示すために単一のＩ
Ｅが使用される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＩＥが、前記非サービングアクセスポイントのうちの前記少なくとも１つの各々の
ためのセル識別情報（ＩＤ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＵＥにおいて、前記第２の保護された時間領域リソース中に前記非サービングアク
セスポイントのうちの前記少なくとも１つからの１つまたは複数の信号に基づいて、チャ
ネル状態情報（ＣＳＩ）を判断すること、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を行うこと、
または無線リンク監視（ＲＬＭ）を実行することのうちの少なくとも１つをさらに備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記サービングアクセスポイン
トと前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通である、請求項１に記
載の方法。
【請求項２５】
　異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１つまたは複数の非サービングア
クセスポイントとの間の時間領域リソース割当てに対応する時間領域リソース区分情報（
ＲＰＩ）の指示を受信するように構成された受信機であって、前記時間領域ＲＰＩの前記
指示は、
　　前記非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時
間領域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　である、受信機と、
　前記時間領域ＲＰＩに基づいて１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別す
るように構成された少なくとも１つのプロセッサであって、前記１つまたは複数の保護さ
れた時間領域リソースは、干渉アクセスポイントによる使用が制限される時間領域リソー
スである、少なくとも１つのプロセッサと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項２５に記載の装置
。
【請求項２７】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が前記サービングアクセスポイントから受信される、請
求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記干渉アクセスポイントが前記非サービングアクセスポイントのうちの１つであり、
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前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントに
関連付けられる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記干渉アクセスポイントは、前記装置が属さない限定加入者グループ（ＣＳＧ）に関
連付けられる、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示がブロードキャストメッセージ中で受信される、請求項
２５に記載の装置。
【請求項３１】
　前記ブロードキャストメッセージ中の前記時間領域ＲＰＩが、前記ブロードキャストメ
ッセージを送信した第２のアクセスポイントとは異なる第１のアクセスポイントに関連付
けられ、前記第１のアクセスポイントと前記第２のアクセスポイントとが前記異種ネット
ワーク中にある、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記受信機が、前記ＳＩＢ中で前記サービングアクセスポイントから前記ネイバーリス
トを受信するように構成される、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記受信機が、前記サービングアクセスポイントから、前記サービングアクセスポイン
トに対応する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセージを受信するよ
うに構成され、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記サービングアクセスポイントの
ための前記保護された時間領域リソースに基づいて、前記１つまたは複数の非サービング
アクセスポイントのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを導出する
ことによって前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別するように構成さ
れた、請求項３０に記載の装置。
【請求項３５】
　前記導出することは、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのための前
記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントのた
めの前記保護された時間領域リソースと同じであると見なすことを備える、請求項３４に
記載の装置。
【請求項３６】
　前記受信機が、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントから、前記１つま
たは複数の非サービングアクセスポイントのための前記１つまたは複数の保護された時間
領域リソースに関する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセージを受
信するように構成された、請求項３０に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ブロードキャストメッセージが、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイ
ントからのシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）を備える、請求項３６に記載の装
置。
【請求項３８】
　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項３０に記載の装置。
【請求項３９】
　前記受信機は、前記装置がアイドルモードにある間に前記ブロードキャストメッセージ
を受信するように構成された、請求項３０に記載の装置。
【請求項４０】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項２５に記載の装置。
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【請求項４１】
　前記受信機は、前記装置が接続モードにある間に前記専用メッセージまたは前記ユニキ
ャストメッセージのうちの前記少なくとも１つを受信するように構成された、請求項４０
に記載の装置。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソー
ス中に前記サービングアクセスポイントからの基準信号の受信電力を判断するように構成
された、請求項４０に記載の装置。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソー
ス中に前記サービングアクセスポイントからの１つまたは複数の信号に基づいて、チャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）を判断すること、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を行うこと、ま
たは無線リンク監視（ＲＬＭ）を実行することのうちの少なくとも１つを行うように構成
された、請求項４０に記載の装置。
【請求項４４】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
　ＲＲＭとＲＬＭの両方のための前記保護された時間領域リソースを示すために単一のＩ
Ｅが使用される、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記ＩＥが、前記非サービングアクセスポイントのうちの前記少なくとも１つの各々の
ためのセル識別情報（ＩＤ）を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２の保護された時間領域リソース中に前記
非サービングアクセスポイントのうちの前記少なくとも１つからの１つまたは複数の信号
に基づいて、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を判断すること、無線リソース管理（ＲＲＭ）
測定を行うこと、または無線リンク監視（ＲＬＭ）を実行することのうちの少なくとも１
つを行うように構成された、請求項２５に記載の装置。
【請求項４８】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記サービングアクセスポイン
トと前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通である、請求項２５に
記載の装置。
【請求項４９】
　異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１つまたは複数の非サービングア
クセスポイントとの間の時間領域リソース割当てに対応する時間領域リソース区分情報（
ＲＰＩ）の指示を受信するための手段であって、前記時間領域ＲＰＩの前記指示は、
　　前記非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時
間領域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　である、受信するための手段と、
　前記時間領域ＲＰＩに基づいて１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別す
るための手段であって、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースは、干渉アク
セスポイントによる使用が制限される時間領域リソースである、識別するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５０】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項４９に記載の装置
。
【請求項５１】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が前記サービングアクセスポイントから受信される、請
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求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　前記干渉アクセスポイントが前記非サービングアクセスポイントのうちの１つであり、
前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントに
関連付けられる、請求項４９に記載の装置。
【請求項５３】
　前記干渉アクセスポイントは、前記装置が属さない限定加入者グループ（ＣＳＧ）に関
連付けられる、請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示がブロードキャストメッセージ中で受信される、請求項
４９に記載の装置。
【請求項５５】
　前記ブロードキャストメッセージ中の前記時間領域ＲＰＩが、前記ブロードキャストメ
ッセージを送信した第２のアクセスポイントとは異なる第１のアクセスポイントに関連付
けられ、前記第１のアクセスポイントと前記第２のアクセスポイントとが前記異種ネット
ワーク中にある、請求項５４に記載の装置。
【請求項５６】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項５４に記載の装置。
【請求項５７】
　受信するための前記手段が、前記ＳＩＢ中で前記サービングアクセスポイントから前記
ネイバーリストを受信するように構成される、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　受信するための前記手段が、前記サービングアクセスポイントから、前記サービングア
クセスポイントに対応する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセージ
を受信するように構成され、識別するための前記手段が、前記サービングアクセスポイン
トのための前記保護された時間領域リソースに基づいて、前記１つまたは複数の非サービ
ングアクセスポイントのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを導出
するように構成された、請求項５４に記載の装置。
【請求項５９】
　識別するための前記手段が、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのた
めの前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイン
トのための前記保護された時間領域リソースと同じであると見なすことによって前記１つ
または複数の保護された時間領域リソースを導出するように構成された、請求項５８に記
載の装置。
【請求項６０】
　受信するための前記手段が、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントから
、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのための前記１つまたは複数の保
護された時間領域リソースに関する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメ
ッセージを受信するように構成された、請求項５４に記載の装置。
【請求項６１】
　前記ブロードキャストメッセージが、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイ
ントからのシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）を備える、請求項６０に記載の装
置。
【請求項６２】
　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項５４に記載の装置。
【請求項６３】
　受信するための前記手段は、前記装置がアイドルモードにある間に前記ブロードキャス
トメッセージを受信するように構成された、請求項５４に記載の装置。
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【請求項６４】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項６５】
　受信するための前記手段は、前記装置が接続モードにある間に前記専用メッセージまた
は前記ユニキャストメッセージのうちの前記少なくとも１つを受信するように構成された
、請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に前記サービングアクセスポイン
トからの基準信号の受信電力を判断するための手段をさらに備える、請求項６４に記載の
装置。
【請求項６７】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に前記サービングアクセスポイン
トからの１つまたは複数の信号に基づいて、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を判断するため
の手段、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を行うための手段、または無線リンク監視（Ｒ
ＬＭ）を実行するための手段のうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項６４に記載
の装置。
【請求項６８】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項６７に記載の装置。
【請求項６９】
　ＲＲＭとＲＬＭの両方のための前記保護された時間領域リソースを示すために単一のＩ
Ｅが使用される、請求項６８に記載の装置。
【請求項７０】
　前記ＩＥが、前記非サービングアクセスポイントのうちの前記少なくとも１つの各々の
ためのセル識別情報（ＩＤ）を備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項７１】
　前記第２の保護された時間領域リソース中に前記非サービングアクセスポイントのうち
の前記少なくとも１つからの１つまたは複数の信号に基づいて、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）を判断するための手段、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を行うための手段、または
無線リンク監視（ＲＬＭ）を実行するための手段のうちの少なくとも１つをさらに備える
、請求項４９に記載の装置。
【請求項７２】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記サービングアクセスポイン
トと前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通である、請求項４９に
記載の装置。
【請求項７３】
　ワイヤレス通信のためのプログラムであって、前記プログラムは、コンピュータに、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１
つまたは複数の非サービングアクセスポイントとの間の時間領域リソース割当てに対応す
る時間領域リソース区分情報（ＲＰＩ）の指示を受信する手順であって、前記時間領域Ｒ
ＰＩの前記指示は、

　　前記非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時
間領域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　を備える、受信する手順と、
　前記時間領域ＲＰＩに基づいて１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別す
る手順であって、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースは、干渉アクセスポ
イントによる使用が制限される時間領域リソースである、識別する手順と
　を実行させる、プログラム。
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【請求項７４】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項７３に記載のプロ
グラム。
【請求項７５】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が前記サービングアクセスポイントから受信される、請
求項７３に記載のプログラム。
【請求項７６】
　前記干渉アクセスポイントが前記非サービングアクセスポイントのうちの１つであり、
前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントに
関連付けられる、請求項７３に記載のプログラム。
【請求項７７】
　前記干渉アクセスポイントは、前記ＵＥが属さない限定加入者グループ（ＣＳＧ）に関
連付けられる、請求項７６に記載のプログラム。
【請求項７８】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示がブロードキャストメッセージ中で受信される、請求項
７３に記載のプログラム。
【請求項７９】
　前記ブロードキャストメッセージ中の前記時間領域ＲＰＩが、前記ブロードキャストメ
ッセージを送信した第２のアクセスポイントとは異なる第１のアクセスポイントに関連付
けられ、前記第１のアクセスポイントと前記第２のアクセスポイントとが前記異種ネット
ワーク中にある、請求項７８に記載のプログラム。
【請求項８０】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項７８に記載のプログラム。
【請求項８１】
　前記ＳＩＢ中で前記サービングアクセスポイントから前記ネイバーリストを受信するた
めのコードをさらに備える、請求項８０に記載のプログラム。
【請求項８２】
　前記受信する手順が、前記サービングアクセスポイントから、前記サービングアクセス
ポイントに対応する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセージを受信
する手順を備え、前記識別する手順が、前記サービングアクセスポイントのための前記保
護された時間領域リソースに基づいて前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイン
トのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを導出する手順を備える、
請求項７８に記載のプログラム。
【請求項８３】
　前記導出する手順は、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのための前
記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが前記サービングアクセスポイントのた
めの前記保護された時間領域リソースと同じであると見なす手順を備える、請求項８２に
記載のプログラム。
【請求項８４】
　前記受信する手順が、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントから、前記
１つまたは複数の非サービングアクセスポイントのための前記１つまたは複数の保護され
た時間領域リソースに関する前記時間領域ＲＰＩを備える前記ブロードキャストメッセー
ジを受信する手順を備える、請求項７８に記載のプログラム。
【請求項８５】
　前記ブロードキャストメッセージが、前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイ
ントからのシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）を備える、請求項８４に記載のプ
ログラム。
【請求項８６】
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　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項７８に記載のプログラム。
【請求項８７】
　前記受信する手順は、前記ＵＥがアイドルモードにある間に前記ブロードキャストメッ
セージを受信する手順を備える、請求項７８に記載のプログラム。
【請求項８８】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項７３に記載のプログラム。
【請求項８９】
　前記受信する手順は、前記ＵＥが接続モードにある間に前記専用メッセージまたは前記
ユニキャストメッセージのうちの前記少なくとも１つを受信する手順を備える、請求項８
８に記載のプログラム。
【請求項９０】
　前記コンピュータに、前記ＵＥにおいて、前記１つまたは複数の保護された時間領域リ
ソース中に前記サービングアクセスポイントからの基準信号の受信電力を判断する手順を
実行させるプログラムをさらに備える、請求項８８に記載のプログラム。
【請求項９１】
　前記コンピュータに、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に前記サー
ビングアクセスポイントからの１つまたは複数の信号に基づいて、前記ＵＥにおいて、チ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）を判断すること、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を行うこと
、または無線リンク監視（ＲＬＭ）を実行することのうちの少なくとも１つの手順を実行
させるプログラムをさらに備える、請求項８８に記載のプログラム。
【請求項９２】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項９１に記載のプログラム。
【請求項９３】
　ＲＲＭとＲＬＭの両方のための前記保護された時間領域リソースを示すために単一のＩ
Ｅが使用される、請求項９２に記載のプログラム。
【請求項９４】
　前記ＩＥが、前記非サービングアクセスポイントのうちの前記少なくとも１つの各々の
ためのセル識別情報（ＩＤ）を備える、請求項７３に記載のプログラム。
【請求項９５】
　前記コンピュータに、前記第２の保護された時間領域リソース中に前記非サービングア
クセスポイントのうちの前記少なくとも１つからの１つまたは複数の信号に基づいて、前
記ＵＥにおいて、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を判断すること、無線リソース管理（ＲＲ
Ｍ）測定を行うこと、または無線リンク監視（ＲＬＭ）を実行することのうちの少なくと
も１つの手順を実行させるプログラムをさらに備える、請求項７３に記載のプログラム。
【請求項９６】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記サービングアクセスポイン
トと前記１つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通である、請求項７３に
記載のプログラム。
【請求項９７】
　基地局によって実行されるワイヤレス通信のための方法であって、
　異種ネットワーク中の時間領域リソース区分に関与することと、
　１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別する時間領域リソース区分情報（
ＲＰＩ）の指示を送信することであって、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソ
ースは、干渉アクセスポイントによる使用が制限される時間領域リソースである、送信す
ることと
　を備え、前記時間領域ＲＰＩの前記指示は、
　　非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時間領
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域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　を備える、方法。
【請求項９８】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項９７に記載の方法
。
【請求項９９】
　前記送信することが、前記時間領域ＲＰＩの前記指示をブロードキャストすることを備
える、請求項９７に記載の方法。
【請求項１００】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース
に関連するアクセスポイントからブロードキャストされる、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０１】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、第１のアクセスポイントからブロードキャストされ
、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記第１のアクセスポイントと
は異なる第２のアクセスポイントに関連付けられる、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０２】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項９９に記載の方法。
【請求項１０３】
　前記時間領域ＲＰＩが前記ＳＩＢの１つまたは複数の情報要素（ＩＥ）中でブロードキ
ャストされる、請求項１０２に記載の方法。
【請求項１０４】
　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項９９に記載の方法。
【請求項１０５】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを使用して送信される、請求項９７に記載の方法。
【請求項１０６】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、接続モードで動作するユーザ機器（ＵＥ）に送信さ
れる、請求項１０５に記載の方法。
【請求項１０７】
　基準信号を送信することと、
　前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に判断された前記
基準信号の受信電力の指示を受信することと
　をさらに備える、請求項１０６に記載の方法。
【請求項１０８】
　１つまたは複数の信号を送信することと、
　前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に判断された前記
１つまたは複数の信号に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）の指示を受信することと
　をさらに備える、請求項１０６に記載の方法。
【請求項１０９】
　前記保護された時間領域リソースが、無線リソース管理（ＲＲＭ）プロシージャまたは
無線リンク管理（ＲＬＭ）プロシージャのために前記ＵＥによって使用される、請求項１
０６に記載の方法。
【請求項１１０】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項１０９に記載の方法。
【請求項１１１】
　前記ＵＥから、無線状態を示す報告を受信することと、
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　前記報告と前記時間領域リソース区分とに基づいて、前記時間領域ＲＰＩによって識別
される前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを判断することと
　をさらに備える、請求項１０６に記載の方法。
【請求項１１２】
　前記無線状態が、１つまたは複数の非サービングアクセスポイントへの前記ＵＥの近接
度に関係する情報を備える、請求項１１１に記載の方法。
【請求項１１３】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記１つまたは複数の非サービ
ングアクセスポイントのために区分された時間領域リソースを備える、請求項１１２に記
載の方法。
【請求項１１４】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、サービングアクセスポイントの
ために区分された時間領域リソースを備える、請求項１１２に記載の方法。
【請求項１１５】
　前記時間領域リソースが、前記異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１
つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通に区分される、請求項９７に記載
の方法。
【請求項１１６】
　前記第１のアクセスポイントが、前記時間領域ＲＰＩの前記指示を送信した、請求項９
７に記載の方法。
【請求項１１７】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、測定されているアクセスポイン
トの物理セル識別情報（ＰＣＩ）に依存する、請求項９７に記載の方法。
【請求項１１８】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＰＣＩの範囲またはＰＣＩのセ
ットのために構成された、請求項１１７に記載の方法。
【請求項１１９】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントの電力クラスに対応す
る、請求項１１８に記載の方法。
【請求項１２０】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントのアクセス許可に対応
する、請求項１１８に記載の方法。
【請求項１２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異種ネットワーク中の時間領域リソース区分に関与するように構成された少なくとも１
つのプロセッサと、
　１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別する時間領域リソース区分情報（
ＲＰＩ）の指示を送信するように構成された送信機であって、前記１つまたは複数の保護
された時間領域リソースは、干渉アクセスポイントによる使用が制限される時間領域リソ
ースである、送信機と
　を備え、前記時間領域ＲＰＩの前記指示は、
　　非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時間領
域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　を備える、装置。
【請求項１２２】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項１２１に記載の装
置。
【請求項１２３】
　前記送信機が、前記時間領域ＲＰＩの前記指示をブロードキャストするように構成され
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た、請求項１２１に記載の装置。
【請求項１２４】
　前記装置が、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースに関連するアクセスポ
イントである、請求項１２３に記載の装置。
【請求項１２５】
　前記装置が第１のアクセスポイントであり、前記１つまたは複数の保護された時間領域
リソースが、前記第１のアクセスポイントとは異なる第２のアクセスポイントに関連付け
られる、請求項１２３に記載の装置。
【請求項１２６】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項１２３に記載の装置。
【請求項１２７】
　前記時間領域ＲＰＩが前記ＳＩＢの１つまたは複数の情報要素（ＩＥ）中でブロードキ
ャストされる、請求項１２６に記載の装置。
【請求項１２８】
　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項１２３に記載の装置。
【請求項１２９】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを使用して送信される、請求項１２１に記載の装置。
【請求項１３０】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、接続モードで動作するユーザ機器（ＵＥ）に送信さ
れる、請求項１２９に記載の装置。
【請求項１３１】
　受信機をさらに備え、前記送信機が基準信号を送信するように構成され、前記受信機が
、前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に判断された前記
基準信号の受信電力の指示を受信するように構成された、請求項１３０に記載の装置。
【請求項１３２】
　受信機をさらに備え、前記送信機が１つまたは複数の信号を送信するように構成され、
前記受信機が、前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に判
断された前記１つまたは複数の信号に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）の指示を受信
するように構成された、請求項１３０に記載の装置。
【請求項１３３】
　前記保護された時間領域リソースが、無線リソース管理（ＲＲＭ）プロシージャまたは
無線リンク管理（ＲＬＭ）プロシージャのために前記ＵＥによって使用される、請求項１
３０に記載の装置。
【請求項１３４】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項１３３に記載の装置。
【請求項１３５】
　前記ＵＥから、無線状態を示す報告を受信するように構成された受信機をさらに備え、
前記少なくとも１つのプロセッサが、前記報告と前記時間領域リソース区分とに基づいて
、前記時間領域ＲＰＩによって識別される前記１つまたは複数の保護された時間領域リソ
ースを判断するように構成された、請求項１３０に記載の装置。
【請求項１３６】
　前記無線状態が、１つまたは複数の非サービングアクセスポイントへの前記ＵＥの近接
度に関係する情報を備える、請求項１３５に記載の装置。
【請求項１３７】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記１つまたは複数の非サービ
ングアクセスポイントのために区分された時間領域リソースを備える、請求項１３６に記
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載の装置。
【請求項１３８】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、サービングアクセスポイントの
ために区分された時間領域リソースを備える、請求項１３６に記載の装置。
【請求項１３９】
　前記時間領域リソースが、前記異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１
つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通に区分される、請求項１２１に記
載の装置。
【請求項１４０】
前記装置が前記第１のアクセスポイントである、請求項１２１に記載の装置。
【請求項１４１】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、測定されているアクセスポイン
トの物理セル識別情報（ＰＣＩ）に依存する、請求項１２４に記載の装置。
【請求項１４２】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＰＣＩの範囲またはＰＣＩのセ
ットのために構成された、請求項１４１に記載の装置。
【請求項１４３】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントの電力クラスに対応す
る、請求項１４２に記載の装置。
【請求項１４４】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントのアクセス許可に対応
する、請求項１４２に記載の装置。
【請求項１４５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異種ネットワーク中の時間領域リソース区分に関与するための手段と、
　１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別する時間領域リソース区分情報（
ＲＰＩ）の指示を送信するための手段であって、前記１つまたは複数の保護された時間領
域リソースは、干渉アクセスポイントによる使用が制限される時間領域リソースである、
送信するための手段と
　を備え、前記時間領域ＲＰＩの前記指示は、
　　非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時間領
域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　を備える、装置。
【請求項１４６】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項１４５に記載の装
置。
【請求項１４７】
　送信するための前記手段が、前記時間領域ＲＰＩの前記指示をブロードキャストするよ
うに構成された、請求項１４５に記載の装置。
【請求項１４８】
　前記装置が、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースに関連するアクセスポ
イントである、請求項１４７に記載の装置。
【請求項１４９】
　前記装置が第１のアクセスポイントであり、前記１つまたは複数の保護された時間領域
リソースが、前記第１のアクセスポイントとは異なる第２のアクセスポイントに関連付け
られる、請求項１４７に記載の装置。
【請求項１５０】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項１４７に記載の装置。
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【請求項１５１】
　前記時間領域ＲＰＩが前記ＳＩＢの１つまたは複数の情報要素（ＩＥ）中でブロードキ
ャストされる、請求項１５０に記載の装置。
【請求項１５２】
　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項１４７に記載の装置。
【請求項１５３】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを使用して送信される、請求項１４５に記載の装置。
【請求項１５４】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、接続モードで動作するユーザ機器（ＵＥ）に送信さ
れる、請求項１５３に記載の装置。
【請求項１５５】
　受信するための手段をさらに備え、送信するための前記手段が基準信号を送信するよう
に構成され、受信するための前記手段が、前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護され
た時間領域リソース中に判断された前記基準信号の受信電力の指示を受信するように構成
された、請求項１５４に記載の装置。
【請求項１５６】
　受信するための手段をさらに備え、送信するための前記手段が１つまたは複数の信号を
送信するように構成され、受信するための前記手段が、前記ＵＥから、前記１つまたは複
数の保護された時間領域リソース中に判断された前記１つまたは複数の信号に基づいてチ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）の指示を受信するように構成された、請求項１５４に記載の装
置。
【請求項１５７】
　前記保護された時間領域リソースが、無線リソース管理（ＲＲＭ）プロシージャまたは
無線リンク管理（ＲＬＭ）プロシージャのために前記ＵＥによって使用される、請求項１
５４に記載の装置。
【請求項１５８】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項１５７に記載の装置。
【請求項１５９】
　前記ＵＥから、無線状態を示す報告を受信するための手段と、
　前記報告と前記時間領域リソース区分とに基づいて、前記時間領域ＲＰＩによって識別
される前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを判断するための手段と
　をさらに備える、請求項１５４に記載の装置。
【請求項１６０】
　前記無線状態が、１つまたは複数の非サービングアクセスポイントへの前記ＵＥの近接
度に関係する情報を備える、請求項１５９に記載の装置。
【請求項１６１】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記１つまたは複数の非サービ
ングアクセスポイントのために区分された時間領域リソースを備える、請求項１６０に記
載の装置。
【請求項１６２】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、サービングアクセスポイントの
ために区分された時間領域リソースを備える、請求項１６０に記載の装置。
【請求項１６３】
　前記時間領域リソースが、前記異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１
つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通に区分される、請求項１４５に記
載の装置。
【請求項１６４】
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　前記装置が前記第１のアクセスポイントである、請求項１４５に記載の装置。
【請求項１６５】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、測定されているアクセスポイン
トの物理セル識別情報（ＰＣＩ）に依存する、請求項１４５に記載の装置。
【請求項１６６】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＰＣＩの範囲またはＰＣＩのセ
ットのために構成された、請求項１６５に記載の装置。
【請求項１６７】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントの電力クラスに対応す
る、請求項１６６に記載の装置。
【請求項１６８】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントのアクセス許可に対応
する、請求項１６６に記載の装置。
【請求項１６９】
　ワイヤレス通信のためのプログラムであって、前記プログラムは、コンピュータに、
　異種ネットワーク中の時間領域リソース区分に関与する手順と、
　１つまたは複数の保護された時間領域リソースを識別する時間領域リソース区分情報（
ＲＰＩ）の指示を送信する手順であって、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソ
ースは、干渉アクセスポイントによる使用が制限される時間領域リソースである、送信す
る手順と
　を実行させ、前記時間領域ＲＰＩの前記指示は、
　　非サービングアクセスポイントのうちの少なくとも１つに関連する保護された時間領
域リソースを示すビットマップ値のネイバーリストを備える情報要素（ＩＥ）
　を備える、プログラム。
【請求項１７０】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記干渉アクセスポイントに関
連するオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）を備える、請求項１６９に記載のプ
ログラム。
【請求項１７１】
　前記時間領域ＲＰＩが、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを示す値に
設定される１つまたは複数のビットをもつビットマップを備える、請求項１６９に記載の
プログラム。
【請求項１７２】
　前記送信する手順が、前記時間領域ＲＰＩの前記指示をブロードキャストする手順を備
える、請求項１６９に記載のプログラム。
【請求項１７３】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース
に関連するアクセスポイントからブロードキャストされる、請求項１７２に記載のプログ
ラム。
【請求項１７４】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、第１のアクセスポイントからブロードキャストされ
、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記第１のアクセスポイントと
は異なる第２のアクセスポイントに関連付けられる、請求項１７２に記載のプログラム。
【請求項１７５】
　前記時間領域ＲＰＩがシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストされる、
請求項１７２に記載のプログラム。
【請求項１７６】
　前記時間領域ＲＰＩが前記ＳＩＢの１つまたは複数の情報要素（ＩＥ）中でブロードキ
ャストされる、請求項１７５に記載のプログラム。
【請求項１７７】
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　前記時間領域ＲＰＩがマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）中でブロードキャストされる、請
求項１７２に記載のプログラム。
【請求項１７８】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、専用メッセージまたはユニキャストメッセージのう
ちの少なくとも１つを使用して送信される、請求項１６９に記載のプログラム。
【請求項１７９】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、接続モードで動作するユーザ機器（ＵＥ）に送信さ
れる、請求項１７８に記載のプログラム。
【請求項１８０】
　コンピュータに、
　基準信号を送信する手順と、
　前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に判断された前記
基準信号の受信電力の指示を受信する手順と
　を実行させる、請求項１７９に記載のプログラム。
【請求項１８１】
　コンピュータに、
　１つまたは複数の信号を送信する手順と、
　前記ＵＥから、前記１つまたは複数の保護された時間領域リソース中に判断された前記
１つまたは複数の信号に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）の指示を受信する手順と
　を実行させる、請求項１７９に記載のプログラム。
【請求項１８２】
　前記保護された時間領域リソースが、無線リソース管理（ＲＲＭ）プロシージャまたは
無線リンク管理（ＲＬＭ）プロシージャのために前記ＵＥによって使用される、請求項１
７９に記載のプログラム。
【請求項１８３】
　ＲＲＭのための前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＲＬＭのための
前記保護された時間領域リソースと同じである、請求項１８２に記載のプログラム。
【請求項１８４】
　コンピュータに、
　前記ＵＥから、無線状態を示す報告を受信する手順と、
　前記報告と前記時間領域リソース区分とに基づいて、前記時間領域ＲＰＩによって識別
される前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースを判断する手順と
　を実行させる、請求項１７９に記載のプログラム。
【請求項１８５】
　前記無線状態が、１つまたは複数の非サービングアクセスポイントへの前記ＵＥの近接
度に関係する情報を備える、請求項１８４に記載のプログラム。
【請求項１８６】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、前記１つまたは複数の非サービ
ングアクセスポイントのために区分された時間領域リソースを備える、請求項１８５に記
載のプログラム。
【請求項１８７】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、サービングアクセスポイントの
ために区分された時間領域リソースを備える、請求項１８５に記載のプログラム。
【請求項１８８】
　前記時間領域リソースが、前記異種ネットワーク中のサービングアクセスポイントと１
つまたは複数の非サービングアクセスポイントとに共通に区分される、請求項１６９に記
載のプログラム。
【請求項１８９】
　前記時間領域ＲＰＩの前記指示が、前記第１のアクセスポイントから送信される、請求
項１６９に記載のプログラム。
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【請求項１９０】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、測定されているアクセスポイン
トの物理セル識別情報（ＰＣＩ）に依存する、請求項１６９に記載のプログラム。
【請求項１９１】
　前記１つまたは複数の保護された時間領域リソースが、ＰＣＩの範囲またはＰＣＩのセ
ットのために構成された、請求項１９０に記載のプログラム。
【請求項１９２】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントの電力クラスに対応す
る、請求項１９１に記載のプログラム。
【請求項１９３】
　ＰＣＩの前記範囲またはＰＣＩの前記セットがアクセスポイントのアクセス許可に対応
する、請求項１９１に記載のプログラム。
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